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「" 祓

ばつ

" の火渡り」
　10 月７日、日中集落の秋季大祭が行われ、日置神社で「火渡り」が披露さ
れました。この火渡りは、神様を乗せた神

み こ し

輿を担いで各家を周り、家の穢
けが

れな
どを引き受けた後、日置神社に戻る際にお清めとして行われてきたものです。
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TOWN NEWS 町の話題

大規模災害に備えるために

　10 月３日、チアリーディングクラブ「キッズチ
ア富山」メンバーの雄山中学校の２年生３人が教
育委員会を訪れ、先日行われたチアリーディング

「JAPAN CUP 2018 日本選手権大会」において、中
学生部門で３位となったことを報告しました。
　チームは 16 人で構成され、立山町からは髙田恵
里加さん、稲垣香蓮さん、谷中美海さんが出場。地
方予選を含む 48 チームが出場した中で、昨年の記
録である 10 位から大きく躍進し、見事３位入賞を
果たしました。３人は今後の目標について、「日本
代表に入るのが夢」と満面の笑みで話しました。

日本選手権３位を報告

↓
報
告
に
訪
れ
た
（
右
か
ら
）
髙
田

　

さ
ん
、
稲
垣
さ
ん
、
谷
中
さ
ん

　９月 29 日、立山町総合防災訓練が中央体育セン
ターなどで実施され、大森・下段地区の住民約 100
人が、災害時の避難行動や避難所生活、備蓄品など
について確認をしました。
　今回の訓練は、大雨洪水警報が発令され、常願寺
川と栃津川が氾濫する危険性がある想定で実施。中
央体育センターと武道館を避難所として、応急救護
訓練や避難所運営訓練などを行いました。会場では
これらの訓練のほか、災害用の備蓄品やマンホール
トイレの展示、給水車による給水活動訓練も行われ
ました。

↓
避
難
所
で
の
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い

　

て
説
明
を
受
け
る
地
域
住
民

　10 月６日、立山区域の児童生徒のよりよい教育
について考える立山区域地域ぐるみ教育研究会の教
育研修会が、立山中央小学校で開催され、保護者、
地域住民、教職員など約 220 人が参加しました。
　けん玉を使った教育に取り組んできた富山大学人
間発達科学部研究協力員の寺西康雄さんが「私の出
会った子どもたち－（けん玉先生）－として」と題
し講演。寺西さんは「けん玉を通して褒め合うこと
で、どんな子どもでも取り柄や長所がわかる」と話
し、参加者たちに実際にけん玉を使った交流につい
て、笑いを交えながら楽しく指導しました。

↓
け
ん
玉
を
使
い
、
お
互
い
を
褒
め

　

合
う
練
習
を
す
る
参
加
者
た
ち

61年の思い出をありがとう けん玉でつなぐ生徒との絆

↓
感
謝
の
気
持
ち
を
順
に
掲
げ
る

　

園
児
と
そ
の
保
護
者
た
ち

　10 月７日、釜ヶ渕地区の住民運動会で、釜ヶ渕
保育所園児とその保護者による特別プログラムが披
露されました。
　これは、1957 年に開所し、今年度いっぱいで閉
所となる釜ヶ渕保育所へ感謝を伝えようと、父母の
会が中心となり企画したもの。「みんながみんな釜ヶ
渕～届け 61 年目のメッセージ～」と題されたプロ
グラムでは、釜ヶ渕保育所の全園児 24 人とその保
護者が、思い思いのメッセージを込めた長さ約２㍍
の紙を、音楽に合わせて掲げました。

心を一つに奏でるハーモニー

　10 月 14 日、「田園なごみコンサート」が開催さ
れ、県内の音楽家たちによる演奏や歌を聴こうと、
約 130 人が陶農館に訪れました。
　今回で６回目の開催となる同コンサートは、地区
住民で組織する「和みの会」が企画・運営。村上麻
里さんのピアノ伴奏の下、前半は、フルート奏者の
佐藤真さんがモーツァルトの「メヌエット」や、「涙
そうそう」など全８曲を披露。後半は、バリトン
歌手の黒崎隆憲さんがシューベルトの「Die Forelle

（鱒）」や、「この道」など全７曲を歌い上げ、来場
者は心地良い秋の午後の調べに聴き入りました。

秋の音色　陶の里に鳴り響く

↓
最
後
は
、
会
場
全
体
で
「
今
日
の

　

日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を
合
唱

　10 月 10 日、第 28 回立山区域小学校音楽学習発
表会が町民会館で開かれ、町内７小学校と舟橋小学
校の児童 298 人が、日頃から練習してきた合唱や
楽器演奏を披露しました。
　立山区域小学校教育協議会の杉田孝志会長が「音
楽を楽しみ、心に残る思い出を作りましょう」とあ
いさつし開演。各校は２曲ずつ楽曲を披露し、楽
器を使ったり、ダンスをしたりとオリジナルのパ
フォーマンスで会場を沸かせました。プログラムの
最後には、参加者全員による「大きなうた」の合唱
が行われ、発表会は締めくくられました。

↓
各
校
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
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" 実りの秋 " を召し上がれ

↓
児
童
た
ち
は
新
米
を
美
味
し
そ

　

う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た

　10 月 17 日、ＪＡアルプスから寄贈された町産
コシヒカリの新米を使った給食が、町内全ての小・
中学校で提供されました。立山小学校では、「新米
ありがとう」交流給食を開催。全校児童 80 人は佐
伯敏隆ＪＡアルプス代表理事専務や舟橋町長との食
事を楽しみました。交流給食の合間には、給食委員
会によるお米に関するクイズや、森栄養教諭による
米にまつわる漢字の紹介などが行われ、児童はお米
について美味しく楽しく学びました。
　新米を食べた山本侑

ゆ う か

可さんは「新米はもちもちし
ていて美味しい」と笑顔で話しました。

みんなでつなぐボランティアの輪

　10 月 20 日、元気交流ステーションでボランティ
アまつりが開催されました。立山町ボランティア連
絡協議会が、ボランティア団
体の日頃の活動等を紹介する
ため開催しており、各種体験
コーナーやステージ発表等が
行われました。

町教育委員を新たに任命

　柴田智子さんが町教育委員に任命されました。柴
田委員は新任で、任期は平成 30 年 10 月１日から
４年です。
　また、大岩久七教育長が再
任されました。任期は、平成
30年10月１日から３年です。

柴田教育委員

↑お米の炊き出し体験



町表彰（個人）

菊花薫る「文化の日」を前に、永年、地域社会
に貢献された 12 個人、１団体を表彰します。
また、社会教育活動などに尽力された２個人を
町教育委員会から表彰します。　　‐敬称略‐

（四谷尾）
伊東　幸一

自治功労

　

平
成
18
年
か
ら
12
年
間
に
わ
た
り
、

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展

と
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

（日俣）
伊東　千枝子

社会福祉事業功労

　

町
が
ん
対
策
推
進
員
と
し
て
、
が
ん

予
防
の
普
及
啓
発
に
尽
力
さ
れ
た
。
町

が
ん
対
策
推
進
協
議
会
長
と
し
て
、
大

切
な
命
を
「
が
ん
」
か
ら
守
る
た
め
の

活
動
を
進
め
ら
れ
た
。

梅沢　良昭
（前沢新町）

保健衛生功労

　

町
医
や
学
校
医
と
し
て
、町
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
町

医
師
会
長
、
中
新
川
郡
医
師
会
長
と
し

て
、
町
の
公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
。

石𠩤　るり子
（五百石）

民生・児童委員功労

　

民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、
地
域

住
民
の
相
談
役
と
し
て
献
身
的
に
活
動

さ
れ
た
。
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
理
事
と
し
て
、
町
の
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力
さ
れ
た
。

山室　千惠子
（浦田）

社会福祉事業功労

平田　外喜夫
（泉）

消防功労

清水　靖彦
（本郷島）

自治功労

　

平
成
18
年
か
ら
12
年
間
に
わ
た
り
、

立
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
し

て
、
中
立
的
・
専
門
的
な
立
場
で
活
動

さ
れ
た
。

松瀬　修
（辻）

民生・児童委員功労

　

民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、
地
域

住
民
の
相
談
役
と
し
て
献
身
的
に
活
動

さ
れ
た
。
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
理
事
と
し
て
、
町
の
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力
さ
れ
た
。

金木　美智子
（五百石）

保健衛生功労

　

町
医
と
し
て
、
町
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
町
民
の
健

康
増
進
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
。ま
た
、

学
校
医
と
し
て
も
永
年
に
わ
た
り
精
励

さ
れ
た
。

北村　章
（蔵本新）

消防功労

　

町
消
防
団
団
員
と
し
て
、
40
年
有
余

に
わ
た
り
、
防
災
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
た
。
ま
た
、
大
森
分
団
長
と
し
て
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
、
地
域
住
民
の
防

火
意
識
向
上
と
普
及
啓
発
に
尽
力
さ
れ

た
。

町表彰（団体）教育委員会表彰

（半屋）安田　玲子
社会教育功労

永年にわたり、大森公民館主事
補として公民館運営に尽力さ
れ、社会教育の発展に寄与され
た。

（日中）寺林　賢司
社会教育功労

永年にわたり、日中上野公民館
主事として公民館運営に尽力さ
れ、社会教育の発展に寄与され
た。

佐藤　康弘
（大清水）

自治功労

　

平
成
18
年
か
ら
12
年
間
に
わ
た
り
、

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展

と
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

蔵林　誠
（末上野）

民生・児童委員功労

　

民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、
地
域

住
民
の
相
談
役
と
し
て
献
身
的
に
活
動

さ
れ
た
。
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
副
会
長
と
し
て
、
町
の
社
会
福
祉
の

増
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

小・中学生への通学路での声かけ
や交通安全教室を実施される等、
地域住民の交通事故防止や交通秩
序の確立に大きく寄与された。

交通安全功労
立山町
交通安全母の会

（会長　米田　千惠子）
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表
彰

立
山
町
ま
ち
な
か
芸
術
・
文
化
・
健
康
の
祭
典

第
24
回
町
美
術
展
が
、
９
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、

絵
画
・
工
芸
・
書
・
写
真
部
門
で
計
81
点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

町
展
大
賞
な
ど
各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
24
回
立
山
町
美
術
展

【
絵
画
の
部
】

▼
町
展
大
賞

　
「
路
地
の
朝
」
上
島
一
男
（
泉
）

▼
町
展
賞

　
「
掃
除
機
が
来
た
」
尾
島
菜
月
（
富
山
市
）

▼
奨
励
賞

　
「
２
０
１
８　

夏
」
髙
田
文
子
（
富
山
市
）

　
「
古
い
駅
舎
」
元
智
準
一
（
手
屋
）

　
「
初
秋
」
金
山
和
子
（
宮
路
）

【
工
芸
の
部
】

▼
町
展
大
賞

　
「
孔
雀
」
堀
田
恵
美
子
（
前
沢
）

▼
町
展
賞

　
「
お
盆
」
村
上
信
治
（
米
沢
）

▼
奨
励
賞

　
「
競
艶
」
野
崎
芳
子
（
五
百
石
）

【
書
の
部
】

▼
町
展
大
賞

　
「
破
沙
盆
」
土
肥
康
範
（
前
沢
）

▼
町
展
賞

　
「
林
火
の
句
」
中
﨑
章
子
（
白
岩
）

▼
奨
励
賞

　
「
外
寛
内
明
」
谷
口
公
悦
（
鉾
木
）

【
写
真
の
部
】

▼
町
展
大
賞

　
「
想
い
を
つ
な
ぐ
」
河
村
孝
一
（
貫
田
）

▼
町
展
賞

　
「
火
渡
り
神
事（
日
中
）」梅
本
悦
子（
浅
生
）

▼
奨
励
賞

　
「
薫
風
そ
よ
ぐ
」
林
悦
子
（
泉
）

　
「
カ
プ
セ
ル
」
中
嶋
英
樹
（
富
山
市
）

※講評は一部抜粋

工芸の部 町展大賞

堀田 恵美子さん
（前沢）

【講評】
岩の様な流木の上に私を見てと誇らしげに立ち
上がりほほえんでいる様子を、水引きで雄大な
大自然を思わせる様に表現された良い作品だと
思います。

「孔雀」

絵画の部 町展大賞

【講評】
抑えられた色彩と確かな画面構成力、豊かで繊
細な色調による表現が美しい空間を生み出して
いる作品。

上島 一男さん
（泉）

「路地の朝」

書の部 町展大賞

土肥 康
やすのり

範さん
（前沢）

【講評】
刻法も布置も見事です。新しさと古雅さを兼ね
備えた風趣ある作としました。

「破沙盆」

写真の部 町展大賞

河村 孝一さん
（貫田）

【講評】
鬼のお面を付けた男性と男女の稚児が何やら会
話しているようなユーモラスな作品です。この
作品を見た人は思わず会話の内容を想像してし
まう、そんな表現方法が非常に面白い作品です。

「想いをつなぐ」

　

町
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
会
長
、
町
の
健
康
づ
く
り
関
係

４
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
会
員
と

と
も
に
町
の
健
康
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
。

　

町
消
防
団
団
員
と
し
て
、
34
年
有
余

に
わ
た
り
、
防
災
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
た
。
ま
た
、
新
川
分
団
長
と
し
て
、

被
害
の
軽
減
に
努
め
、
地
域
住
民
の
防

火
意
識
向
上
と
普
及
啓
発
に
尽
力
さ
れ

た
。

立山町まちなか芸術・文化・健康の祭典

◇第 63 回立山町菊花大会◇
日時　11月２日㈮～３日㈯・㈷　９時半～ 17時
場所　元気交流ステーション２階　第２・３会議室

◇みんなでつくるみんなの音楽会
日時　11月３日㈯・㈷　９時～ 12時
場所　町民会館　大ホール

◇秋の芸能まつり（民謡・日本舞踊）◇
日時　11月３日㈯・㈷　13時半～ 16時
場所　町民会館　大ホール

◇第 29 回立山町吟道大会◇
日時　11月３日㈯・㈷　11時～ 16時
場所　五百石公民館

◇町民囲碁大会◇
日時　11月４日㈰　９時～ 14時
場所　五百石公民館

平成30年立山町民文化祭

広報たてやま　2018.115
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あなたの自慢の逸品 応募してください！
立山ブランド 認定品募集

応募期間11
１～14

立山ブランド認定委員会 問商工観光課商工労働係　℡ 462-9970

　立山ブランド「立山うまれ」の新規認定品を
大募集します。
　立山ブランド認定制度は、魅力ある立山町産品を
通して広く町を PRし、町の商工振興や地域活性化を図るため設
立された地域ブランド認定制度です。
　応募品は様々な分野の専門家から「立山らしさ」「将来性」「地域
貢献」などの観点で審査を経て、認定されます。認定品は、町広報・
ホームページへの掲載、チラシ・ポスターの作成、販路拡大への
支援などを行い、積極的に県内外に発信します。
　申請書類や制度詳細については、町HPをご確認ください。

「立山ブランド認定制度」とは、町内で生産された加工品や農産物を町内
外へ広く PRするため、平成 23 年度に創設されました。立山町ならで
はの魅力・特色ある商品を立山ブランドとして認定し、認知度と知名度
の向上を図ることで、町内産業の振興、そして、地域の活性化につなげ
ることを目的としています。

■コンセプト■
・年間 100 万人が訪れる立山黒部アルペンルート
の観光客を主なターゲットとします。
・町の加工品・農産物を全国に広め、立山町のイメー
ジアップを図ります。
・加工品製造者・農産物生産者との連携を図り、
町全体の活性化につなげます。

「立山うまれ」の仲間を大募集！

立山権現かんもち「紙風船」
立山権現「編みかんもち」

産地限定
立山のちから米

立山シフォン 立山のナチュラル
ミネラルウォーター

立山町四谷尾産
ラ・フランス

ストレートジュース

かあさん漬け 越中瀬戸焼

おかゆっこしろがゆ 立山の農家が作ったみそ

立山三六そば
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はなしの伝統芸能　落語公演開催「たてやま楽市 2018」を開催
体育館が寄席に！人々を魅了する「噺

はなし

」の世界新瀬戸地区の " 秋 " を集めました

　公益財団法人日本青少年文化センターの「富山県学校
巡回劇場（青少年劇場小公演）」として、利田小学校で
噺家の桂米多朗さんによる落語の公演が行われました。
　公演は全校児童 225 人が鑑賞。落語で使う道具や歴
史などの基本的な説明のほか、南京たますだれの披露、

「饅
まんじゅう

頭怖い」、「牛ほめ」の２演目が披露され、会場は爆
笑の渦に包まれました。
　鑑賞を終えた板倉世菜さん（６年）は、「牛ほめが面
白かった。落語は２回目だったが、また見に行きたい」
と満面の笑みで話しました。　

　「たてやま楽市 2018 IN 村の駅」が、休校中の新瀬戸
小学校で開催され、地元食材をふんだんに使用した「里
山レストラン」や多くの物産品店が並びました。
　これは、新瀬戸地区活性化協議会とたてやま楽市実行
員会が今年初めて開催したもので、運営には地域住民約
50 人がボランティアとして参加。手作りの小物などを
扱うクラフトブースには、町内外から約 20 店が出店し
たほか、地元の新鮮野菜・新米の直売所や池田城の紹介、
越中瀬戸焼のブースなどが設けられ、会場は多くの来場
客でにぎわいました。

東京シティ・フィル オーケストラ巡回公演
芸術の秋　立山に響き渡るオーケストラとの共演

　文化庁の「文化芸術による子供の育成事業」の巡回公
演が立山小学校で行われ、同校と釜ヶ渕小学校の全校児
童、保護者や教職員計 260 人が東京シティ・フィルハー
モニック管弦楽団の優雅な音色に酔いしれました。
　公演ではスメタナの交響詩「わが祖国」から「モルダウ」
や松田聖子さんの「青い珊瑚礁」など、誰もが知ってい
る曲を披露。途中には、児童代表４人による指揮者体験
が行われたほか、児童の合唱とオーケストラの共演「ビ
リーヴ」の披露、東京シティ・フィル特別編曲の立山小
校歌合唱など、会場は一流の音色が響き渡りました。

第16回多手山プロジェクト陶農館で年に一度の「登り窯」
笑顔と元気があふれる「おもてなし」1300度の炎が作り出す 越中瀬戸焼

　木々が色づき始め、紅葉シーズンを迎えた「立山黒部
アルペンルート」を訪れる観光客に、手を振って笑顔と
元気を届ける「多

た て や ま

手山プロジェクト」が行われました。
　当日は、富山地方鉄道立山線の沿線各所で、小学校児
童をはじめ、地元企業の社員や有志の町民が参加。立山
北部小学校では、全校児童と教職員ら約 195 人が校門
前へ集合し、「ようこそ立山町へ！」の掛け声の下、電
車に向かって精一杯手を振り続けました。
　乗車した外国人観光客は、沿線各所で披露されるおも
てなしに、大喜びで立山へ向かっていきました。

　瀬戸新にある陶農館で、年に一度の「登り窯」が行わ
れ、窯元や陶芸教室の作品約 300 点を焼き上げました。
　陶農館では、普段ガスや電気を燃料とした窯を使用し
ますが、登り窯ではまきで火をおこし、1300 度まで温
度を上げ、２日間をかけて焼き上げます。
　２日目の焼き上げでは一般の方の見学会も開催。越中
瀬戸焼四

し ろ は ち が ま

郎八窯の窯元である加藤聡明さんは、「ガスや
電気では出せない、登り窯独特の " 緋の走り " 模様やま
きの灰が器に焼き付く釉

ゆうやく

薬の味わいを見てほしい」と、
その魅力を語られました。

↑電車に向かって、笑顔で元気に手を振る児童たち

↑公演終了後には、桂米多朗さんを囲んで全員で記念撮影をしました

↑ 19 日は前焚きを行い、登り窯の湿気を抜いていきました

↑会場には、フリーマーケットやキッズコーナーも設けられました

第27回立山アルペン健康マラソン記念大会 秋の「さわやか運動」を実施
１日の始まりはあいさつから立山町みどりの憲章制定30周年記念

　通勤通学をする方々へ元気に「おはよう！」とあいさ
つをする秋の「さわやか運動」が町内３か所で行われま
した。
　これは、立山区域地域ぐるみ教育研究会の研究課題「明
るいあいさつをする」の実践活動として、五百石駅前で
は雄山高校の生徒 10 人が参加しました。今回初めて参
加した廣田唯

ゆ う か

香さん（同校２年）は「駅は学生だけでな
く一般の人もこんなに利用していたなんて」と感想を話
しました。なお、この取り組みは、立山中央小学校正面
や雄山高校正門でも行われました。

↑とびっきりの笑顔であいさつを交わす雄山高校生たち

↑指揮者体験では、児童が実際にオーケストラの演奏を指揮

↑ゲストの野尻あずさ選手と一緒に笑顔でゴールする参加者

イベント情報

　秋も深まる霜月、町産品を中心にとれたての「秋」を
集めました。一年の中でこの季節だけの楽しみ「秋の味
覚」をまちなかファームでお手軽にお楽しみください。
販売品目　立山コロッケ、大福、おこわ、焼き芋、野菜、
　　　　　味噌、ゆずなど
日時　11 月 17 日㈯　10 時～（売り切れ次第終了）
場所　まちなかファーム

当日は、町産の里芋を使用した新商品
「春巻」を試験的に限定販売します！

問立山町まちなかファーム　☎ 464-1770　

まちなか収穫祭

　米、野菜、ラ・フランスなど東谷地区特産品の直売や、
その場で美味しい料理を楽しめる里山ミニ食堂などがあ
ります。
日時　11 月 25 日㈰　10 時～ 15 時
場所　元気交流ステーション

先着 200 名に東谷産コシヒカリで作った
おにぎりを一人一個お配りします！

問立山自然ふれあい館　☎ 462-8555　

東谷農産物フェア

～

10
 19

10
 20～ 10

 18
10
 19～

　グリーンパーク吉峰で第 27 回立山アルペン健康マラ
ソン記念大会が開催され、町内外から28チーム238人が、
快晴の下、リレーマラソンで爽やかな汗を流しました。
　この大会は、日本スポーツ振興センターのスポーツ振
興くじ助成を受けて開催。１周 800 ｍのコースをチーム
で 20 週するというものです。競技前にはトップアスリー
トの野尻あずさ選手（雄山高出身）による陸上教室が行
われました。優勝した雄山Ａチーム（55分53秒）アンカー
の藤井慧

け い ご

悟さん（雄山中３年）は「仲間を励ましたり応
援しながら楽しく走れました」と爽やかに語りました。
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保健だより 問保健センター
☎ 463-0618

　各地区でウォーキング交流会を開催しています。町在住
の方ならどなたでも参加できます。気軽に参加ください。

※運動しやすい服装や靴で参加してください。
　また、タオルや水分などをお持ちください。

今月のウォーキング日程

開催日時 場所 内容
 11 月９日㈮

（受付：8 時 45 分
               ～９時）

新瀬戸公民館 健康チェック
ウォーキング

11 月 20 日㈫
（受付：９時半～
                 10 時）

岩峅公民館 健康チェック
ウォーキング

11 月 21 日㈬
（受付：９時半～
                 10 時）

新川公民館
ミニ講座＆ウォーキングの実践

「ダイエットウォークで健康づくり」
講師：アピアスポーツクラブ

11 月 29 日㈭
（受付：９時半～
                 10 時）

高野公民館 健康チェック
ウォーキング

 子育て支援センター 施設開放日 イベント情報

のびのびひろば
（みどりの森保育園）

平日
　 ８時～11 時
　13 時～15時

８日㈭、15 日㈭、
29 日㈭

どんぐりひろば
（あおぞら保育園）

平日
10 時～15 時

７日㈬、14 日㈬、
21 日㈬、26 日㈪

はるかぜひろば
（かがやき保育園）

平日
10 時～15 時

１日㈭、８日㈭、
15 日㈭、22 日㈭

ニコニコサークル
（高原保育園）

平日
　 ８時～11 時

13 時～15 時

６日㈫、10 日㈯、
13 日㈫、20 日㈫

まちなか
子育て支援室

（みらいぶ内）

火・水・金曜日
　10 時～12 時
　13 時～16時

　16 日㈮　
みらいぶ☆きっず

「管理栄養士による
　　　　　 離乳食の話」

立山町子育て
支援センター

年中無休

　10 時～17 時

毎週
火・水・金曜日

　町内各施設で、未就園児とその保護者を対象に施設を開放し
ています。また、イベント時には子育ての悩み相談などの支援
も行っています。

※青色の日付は要予約

（年末年始を除く）

11 月の子育て支援情報 問健康福祉課児童福祉係
☎ 462-9955

●みらいぶ…立山町元気交流ステーション（地鉄五百石駅）
●立山町子育て支援センター…（蔵本新・旧西部児童館）

 子育て広場 イベント情報
岩峅保育所 にこにこ広場：15 日㈭

釜ヶ渕保育所 たんぽぽ広場：14 日㈬

下段保育所 にこにこ広場：７日㈬

新川保育所 よっといで広場：１日㈭

認定こども園
むつみ幼稚園 にこにこキッズルーム：２日㈮・16 日㈮

詳しい情報は 検索立山町出産子育てサポートサイト

健康づくりポイント
　　　　　　　「広報みました文字」
　11 月の広報みました文字は「糖」です。

11 月 14 日 は「 世 界 糖 尿 病 デ ー」
なのじゃ！血糖値が高い状態が続く
と、全身の血管にダメージを与える
ぞ！血糖値のコントロールがとても
大切じゃぞ！

日時　11 月 19 日㈪　13 時半～ 15 時（受付：13 時～）
場所　元気交流ステーション２階会議室
講義　「食事と健康寿命のお話し」
講師　富山短期大学　食物栄養学科教授　稗苗 智恵子氏
対象者　どなたでも参加できます

健康づくり講演会を開催します

　おれんじカフェは、認知症の方やその家族に限らず、地域
の誰もが気軽に参加できる集いの場です。

問立山町地域包括支援センター　☎ 462-9088

開催場所 日時
福来老・米沢（☎ 464-2996） 11/10 ㈯

11/25 ㈰ 14 ～ 15 時
利田の家（☎ 482-5613） 11/ ９㈮

赤いふうせんクレヨン（☎ 464-3278） 11/21 ㈬ 13 時半～
15 時

おれんじカフェ（認知症カフェ）

広報たてやま　2018.11広報たてやま　2018.11

場所：保健センター（みらいぶ 3 階）
持ち物：母子健康手帳、フッ素塗布希望者は歯ブラシ・タオル

11 月１日から 12 月 10 日までの日程で
す。これは、個人通知書に代わるもので
す。　　 問保健センター　☎ 463-0618

母子保健

健診・検診
の

ご案内

・がん検診の通知は 74 歳以下の方にしていますが、通知のない方でも受診できます。ご希望の方はお申し込みください。
・検診結果の一部は町にも返送されます。これは健康管理業務のためであり、他の目的で使用することはありません。成人保健

実施日 受付時間 対象者

パパママ教室 12 月１日㈯ ９：00 ～ ９：15 平成 31 年１月～３月に
第一子出産予定の夫婦

４か月児健診 11 月 27 日㈫ 13：00 ～ 13：30 平成 30 年７月生まれ

すくすく健診
11 月７日㈬ 13：00 ～ 13：30 平成 30 年３月生まれ

12 月５日㈬
※母乳相談の方は

要予約 平成 30 年４月生まれ

１歳６か月児健診 11 月８日㈭ 13：00 ～ 13：30 平成 29 年５月生まれ

むし歯予防教室 11 月 21 日㈬

平成 28 年 11 月生まれ
平成 28 年 11 月生まれ

フッ素塗布３・４回目の方
13：00 ～ 13：20

３・４回目の方
13：30 ～ 14：00

3 歳児健診 11 月 15 日㈭ 13：00 ～ 13：30 平成 27 年７月生まれ

実施日 受付時間 場所 備考

骨粗しょう症
検診

11 月 11 日㈰ ９：00 ～ 10：30 保健センター
【対象者】70 歳以下の女性
【自己負担金】500 円（節目該当者は無料）
【内容】超音波法による骨密度測定及び保健指導

胸部
レントゲン検診

（結核・肺がん）

11 月 11 日㈰

８：30 ～ 10：30 みらいぶ前

11 月 22 日㈭

胃・大腸・子宮・
乳房がん検診

11 月 11 日㈰

８：30 ～ ９：30 保健センター

11 月 22 日㈭

大腸がん検診 12 月 10 日㈪ ８：30 ～ ９：30 保健センター

※上記年齢以外の方でも受診できます。

【対象年齢】
肺がん検診 40 ～ 64 歳
結核・肺がん検診 65 歳以上
胃・大腸・乳がん検診 40 歳以上
子宮がん検診 20 歳以上

【自己負担金】
胃・子宮・乳がん検診 各 500 円
結核・肺がん検診 無料大腸がん検診

ひとこと介護予防

　町では、運動習慣の定着と集いの場づくりを目的に設置
を推進している「住民主体の通いの場」において、ラジオ
体操を実施しています。テレビやラジオ
でおなじみの講師と一緒に、正しいラジ
オ体操のポイントを学び、体験してみま
せんか？どなたでも参加できます。お子
さまも一緒にお越しください！
※らいじぃ健康づくりポイント対象事業です。ポイント
カードをご持参ください。
日時　12月１日㈯９：30 ～ 11：30（受付：９：10 ～）
内容　▶住民主体の通いの場「まめまめラジオ体操」
　　　　地区活動表彰（地域包括支援センターより）
　　　▶ラジオ体操一般講習会
　　　　（ラジオ体操第 1、みんなの体操）　　　
講師　（体育講師）多

た ご

胡 肇
はじめ

氏、（アシスタント）清
し み ず

水 沙
さ き

希氏
場所　立山町武道館（裸足または靴下での体験になります）
持ち物　水分補給できるもの、外ばきを入れる袋（内ばき不要）
※このイベントは一般財団法人簡易保険加入者協会の支援事業によるものです。

まめまめラジオ体操～健康寿命をのばそう～

問町地域包括支援センター
☎ 462-9088

●節目検診
　今年度、以下の年齢になる方は無料です。

胃がん検診 40・45・50・53 ※・55・58 ※・
60・65 歳

子宮がん検診 20・23・25・28・30・33・35・
38・40・45・50・55・60・65 歳

乳がん検診 40・43・45・48・50・55・60・65 歳
※今年度より、胃がん検診節目対象年齢に
　53 歳・58 歳が追加になりました。

【注意事項】
▶胃・子宮・乳がん検診はそれぞれ予約制
　です。事前にお申し込みください。
▶結果は約 1 か月後に個人通知されます。
▶受診の際には受診券をお持ちください。
▶病院や職場などですでに検診を受けた方
　は保健センターへご連絡ください。

▶大腸がん検診を受ける場合は検診日の５
　日前までに、採便容器を保健センターま
　たは地区の胸部レントゲン会場で受け　
　取ってください。
▶胃がん検診を受ける方は、受診後に下剤
　を服用するため、水やお茶をお持ちくだ
　さい。

インターネットでも申し込みができます！

検索立山町　がん検診

先着 20 名（電話可）
※予約受付期間 11/1～11/15

　中部厚生センターでは、「世界エイズデー」にあわせ「夜
間迅速検査」を行います。検査は匿名・無料で受けられます。
日時　12 月 12 日㈬　17 時～19 時
※検査を希望される方は、当日 12 時までに電話
予約してください。
場所　県中部厚生センター（上市町横法音寺 40）
問県中部厚生センター　☎ 472-0637

12月1日は「世界エイズデー」です

レッドリボンは、エイズに対する理解と支援の象徴です

　今年度の胸部レントゲン検診、胃がん・子宮・乳房がん（集
団）検診の最終日は 11 月 22 日㈭です。受け忘れのない
ようにしましょう。

胸部レントゲン検診・
　　　各種がん検診はお済みですか？
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募
集

　
お
知
ら
せ

TOWN INFORMATION 町からのお知らせ

　

冬
期
間
、
高
齢
者
な
ど
の
自
宅
の

除
雪
（
屋
根
雪
下
ろ
し
・
家
周
辺
・

私
道
）
を
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

を
募
集
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
た
事
業

所
の
情
報
は
広
報
た
て
や
ま
や
町
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
登
録
い

た
だ
け
る
事
業
所
は
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
所
定
の
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。

※
用
紙
は
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

11
月
９
日
㈮

　
　
　
　
　
（
以
降
、
随
時
受
付
）

※
町
が
事
業
所
の
仲
介
・
あ
っ
せ
ん

等
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
４

除
雪
可
能
事
業
所
募
集

イベントの案内は９ページにも掲載しています

広報たてやま　2018.11広報たてやま　2018.11

　

臨
時
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

業
務
内
容  

下
段
保
育
所
で
の
保
育

業
務　

勤
務
時
間　

平
日
／
８
時
半
～
17
時

（
応
相
談
）

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち

の
方

応
募
方
法　

健
康
福
祉
課
（
元
気
交

流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
3
階
）
に
あ
る
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
育
士

証
の
写
し
を
添
付
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

臨
時
保
育
士
を
募
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

釜
ヶ
渕
町
営
住
宅 

　

  

（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）９
室

芦
峅
寺
町
営
住
宅 （
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）１
室

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

釜
ヶ
渕
住
宅
５
号
棟

　

 

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）２
室

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
入
居
要
件
や
家
賃
等
に
つ
い
て
は

建
設
課
窓
口
、
町
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
５

◆
家
賃
を
30
％
値
引
き
し
ま
す
！

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
は
、
高
校
生

以
下
の
子
を
養
育
す
る
世
帯
を
対
象

に
、
家
賃
を
30
％
値
引
き
し
ま
す
。

【
例
：
Ｃ
タ
イ
プ
】

５
３
，
０
０
０
円
➡
３
７
，
１
０
０
円

◆
地
鉄
定
期
券
購
入
費
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す
！

　
釜
ヶ
渕
町
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
は
、
中
・
高
校
生
の
電
車
通

学
者
を
対
象
に
、
地
鉄
定
期
券
購
入

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

立
山
町
都
市
公
園
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
都
市

公
園
施
設
を
利
用
す
る
団
体
の
過
半

数
の
者
が
70
歳
以
上
（
現
在
65
歳
以

上
）
の
場
合
に
使
用
料
等
の
減
免
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
建
設
課
土
木
施
設
維
持
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
８

都
市
公
園
の
高
齢
者
減
免

　

対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

実
施
校
区　

▼
立
山
北
部
小
学
校　

▼
立
山
中
央

小
学
校　

▼
利
田
小
学
校

提
出
書
類　

利
用
申
込
書
、
勤
労
証

明
書
等（
書
類
は
申
込
窓
口
に
設
置
）

申
込
期
間　

11
月
５
日
㈪
～
22
日
㈭

申
し
込
み
先　

問
立
山
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
０
６
２
２

問
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
２

平
成
31
年
度
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
新
規
利
用
受
付

　

12
月
１
日
に
全
国
で
住
生
活
総
合

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
住
生
活
の
安

定
・
向
上
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す

る
上
で
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
世
帯　

10
月
に
実
施
さ
れ
た
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ

い
た
世
帯
の
中
か
ら
調
査
世
帯
を
抽

出
し
ま
す
。

調
査
方
法　

調
査
の
対
象
と
な
る
世

帯
に
は
、
11
月
下
旬
か
ら
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
調
査
票
を
配
布
し
、
郵
送
・

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
回
収
し
ま
す
。

問
建
設
課
建
築
住
宅
係

☎
４
６
２
・
９
９
７
６

住
生
活
総
合
調
査
を

　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

立
山
町
が
所
有
す
る
公
有
財
産
の

利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
一
般
競
争
入
札
な
ど
に
よ

る
町
有
地
の
売
却
や
貸
付
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
一
般
競
争
入
札
】

物
件

①
前
沢
地
内（
五
百
石
保
育
所
跡
地
）

　

敷
地
面
積　

約
５
０
０
０
㎡

申
込
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬

入
札
日
時　

11
月
28
日
㈬　

予
定

【
先
着
受
付
順
】

物
件

②
下
米
沢
地
内

　

敷
地
面
積　

約
４
３
０
㎡

申
込
期
間

11
月
１
日
㈭
～
２
月
28
日
㈭

【
貸
付
】

物
件

③
二
ツ
塚
地
内

　

敷
地
面
積　

約
２
２
０
０
㎡

申
込
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
21
日
㈬

問
総
務
課
管
財
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
７

町
有
地
を

　
　
　

売
却
・
貸
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
が
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
住
民
へ
の
情
報
伝
達

体
制
に
万
全
を
期
す
た
め
行
う
、
全

国
一
斉
の
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
「
こ
れ
か

ら
試
験
放
送
（
テ
ス
ト
）
が
流
れ
ま

す
」
と
い
う
放
送
を
次
の
日
時
で
行

い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
の
発
生
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

訓
練
日
時　

11
月
21
日
㈬　

11
時
～

※
当
日
の
災
害
発
生
状
況
、
気
象
状

況
な
ど
を
受
け
、
国
の
判
断
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
総
務
課
行
政
係

☎
４
６
２
・
９
９
６
５

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の

　

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

日
時　

平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

　
　
　

10
時
～
12
時
頃

場
所　

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

※
進
学
・
就
職
な
ど
で
町
外
に
転
出

さ
れ
た
方
も
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

問
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
４
６
２
・
９
９
８
２

平
成
31
年
成
人
式
に
つ
い
て

　
ホ
ー
ム
・
ス
テ
ッ
プ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
２
層
の

グ
ラ
ス
の
間
に
好
き
な
花
材
を
ジ
ェ
ル

ワ
ッ
ク
ス
で
閉
じ
込
め
て
、素
敵
な
キ
ャ

ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
赤
い

実
や
お
花
を
入
れ
る
と
、
か
わ
い
い
ク

リ
ス
マ
ス
オ
ブ
ジ
ェ
に
な
り
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈯　

10
時
～
12
時

場
所　

立
山
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師　

ｋ
ｕ
ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
氏

　
　
　
（
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
作
家
）

参
加
費　

１
７
０
０
円

　
　
　
　
（
保
険
料
・
負
担
金
含
む
）

募
集
定
員　

10
名

持
ち
物　

ハ
サ
ミ

募
集
期
限　

11
月
15
日
㈭

問
立
山
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
４
６
３
・
０
３
２
１

ボ
タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル

　
　
　

ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う

11
月
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

「
立
山
図
書
館　

第
２
回　

映
画
会
」

日
時　

11
月
10
日
㈯　

　
　
　

10
時
半
～
11
時
半

場
所　

立
山
図
書
館
１
階

　
　
　

情
報
交
流
サ
ロ
ン

内
容　
「
お
し
り
た
ん
て
い
」
の
上
映

問
立
山
図
書
館

☎
４
６
３
・
０
６
３
４

【
介
護
福
祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
】

募
集
人
数　

１
名 

勤
務
場
所　

立
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
ま
た
は　

　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級

雇
用
期
間　

平
成
30
年
12
月
１
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

（
更
新
有
り
）
※
就
業
時
間
は
応
相
談

募
集
期
限　

11
月
15
日
㈭

応
募
方
法　

履
歴
書
を
左
記
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
立
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
４
６
３
・
３
３
５
６

立
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時(

パ
ー
ト)
職
員
を
募
集

　

立
山
町
に
お
住
ま
い
の
３
歳
児
か

ら
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
10
月
下
旬
に
、
対
象

と
な
る
お
子
さ
ま
の
ご
自
宅
に
助
成

券
を
送
付
し
ま
し
た
。
内
容
を
よ
く

ご
確
認
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
福
祉
給
付
係

☎
４
６
２
・
９
９
４
０

こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

　

10
月
末
に
対
象
と
な
る
方
へ
ご
案

内
を
送
付
し
ま
し
た
。
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
接
種
券
を
お
持
ち
の

上
、
町
内
の
指
定
医
療
機
関
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

①
接
種
日
に
満
65
歳
に
達

し
て
い
る
方　

②
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
あ
っ
て
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
等
の
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
に
該
当
す
る
方
）

接
種
期
間　

11
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈮

自
己
負
担
金　

１
６
０
０
円

※
接
種
期
間
中
に
満
65
歳
に
な
る
方

は
、
誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
間
中
に
転
入
さ
れ
た
65
歳

以
上
の
方
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
０
６
１
８

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
　

予
防
接
種
に
つ
い
て

集
団
特
定
健
康
診
査
を
実
施

　

９
月
末
ま
で
に
特
定
健
康
診
査
（
特

定
健
診
）
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の

た
め
に
、集
団
特
定
健
診
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

40
～
74
歳
の
町
国
保
加
入

者
（
５
月
に
町
か
ら
発
送
し
た
特
定

健
診
の
受
診
券
を
お
持
ち
の
方
で
、

受
診
希
望
日
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
て
い
な
い
方
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

11
月
11
日
㈰
・
22
日
㈭

　
　
　
（
受
付
：
８
時
半
～
10
時
）

健
診
料
金　

５
０
０
円

持
ち
物　

受
診
券
、
質
問
票
、

　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
証

※
同
日
に
が
ん
検
診
も
行
い
ま
す
。

※
受
診
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
４
６
３・０
６
１
８
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
医
療
保
険
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
６

　
「
立
山
か
ん
じ
き
」
は
、
豪
雪
地

帯
の
生
活
必
需
品
と
し
て
古
く
か
ら

使
わ
れ
て
き
た
雪
上
歩
行
具
で
す
。

「
立
山
か
ん
じ
き
」
の
製
作
技
術
や

歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

11
月
１
日
㈭
～
４
月
21
日
㈰

場
所　
立
山
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

問
立
山
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
３
・
１
０
５
０

「
立
山
か
ん
じ
き
」
展

　

図
書
館
で
は
、
保
管
期
限
の
切
れ

た
雑
誌
を
無
償
で
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈮
９
時
半
～
19
時

　
　
　
　
　

17
日
㈯
９
時
半
～
16
時

場
所　

立
山
図
書
館
１
階　

　
　
　

情
報
交
流
サ
ロ
ン

問
立
山
図
書
館

☎
４
６
３
・
０
６
３
４

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市
開
催



　24時間営業のスポーツジム
の会員になりました。驚いたの
はランニングマシーンでテレビ
や YouTube が見れるというこ
と。仕事がどんなに忙しくても、
身体を鍛えて、インフルエンザ
や風しんにならないよう気をつ
けたいものです！痩せるぞー！
　　　　　広報担当　森　貴之
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町からのお知らせTOWN INFORMATION

■ 11 月の納税（料）　【納期限：11月30日㈮】
▶国民健康保険税　　　　（５期）
▶後期高齢者医療保険料　（５期）
問税務課住民税係　☎ 462-9952

■税を考える週間
　11月 10 日㈯～18 日㈰の期間、元気交流ステーショ
ンにて町内小学生による税に関する書道作品の展示を
行います。
問税務課収納管理係　☎ 462-9951

■年末調整説明会の開催日程について
　魚津税務署による年末調整説明会が、下記のとおり
開催されます。
日時　11月13 日㈫　14 時 30 分～16時 30 分
場所　北アルプス文化センター（上市町法音寺 1）
問税務課住民税係　☎ 462-9952

税のかわらばん

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。その年の１
月１日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象と
なります。
　社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証
明する書類の添付が義務付けられています。11 月上旬
に「社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証明書」が日本
年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申
告の際には必ずこの証明書 ( または領収証書 ) を添付し
てください。（平成 30 年 10 月２日から 12 月 31 日ま
での間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方に
ついては、翌年の２月上旬に送付されます。）
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
納付されたご本人の社会保険料控除に加えることができ

ますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して
申告してください。
※「社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証明書」につい
ての照会は、控除証明書のハガキに記載されている電話
番号にお問い合わせください。

【ねんきん加入者ダイヤル】☎ 0570-003-004（ナビダイヤル）
※「050」から始まる電話でおかけになる場合は
☎ 03-6630-2525

【受付期間】
平成 30 年 11 月１日㈭～平成 31 年３月 15 日㈮

【受付時間】
平日：８時半～ 19 時　第２土曜日：９時～ 17 時
祝日（第２土曜日を除く）、12 月 29 日～１月３日はご
利用いただけません。

国民年金だより 問魚津年金事務所　☎ 0765-24-5153　（音声ガイダンス後、２番を押してから２番）

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　

町
消
防
本
部
で
防
火
ポ
ス
タ
ー
の

審
査
会
が
行
わ
れ
、
１
３
２
点
の
応

募
の
中
か
ら
、
坂
井
夢ゆ

な菜
さ
ん
（
雄

山
中
３
年
）、
高
嶋
愛め
ぐ

さ
ん
（
立
山

中
央
小
３
年
）
の
作
品
が
最
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
最
優

秀
作
品
２
点
は
県
少
年
女
性
防
火
委

員
会
へ
の
応
募
作
品
と
し
て
出
展
さ

れ
ま
す
。

金
賞
受
賞
者

坂
井
夢
菜　
　
　
　
（
雄
山
中
３
年
）

高
嶋
愛　
　
　
（
立
山
中
央
小
３
年
）

蔵
咲
花　
　
　
（
立
山
中
央
小
４
年
）

大
田
美
有　
　
（
立
山
中
央
小
５
年
）

𠮷
川
こ
は
る　
　
　
（
利
田
小
６
年
）

※
入
賞
作
品
は
元
気
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
２
階
で
、
11
月
９
日
㈮
～
15

日
㈭
の
期
間
展
示
さ
れ
ま
す
。

問
消
防
署
救
急
救
助
係

☎
４
６
３
・
０
０
０
５

防
火
ポ
ス
タ
ー
審
査
会
結
果

　

県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
が
実
施

す
る
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関

す
る
壁
新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
町
内
か
ら
次
の
方
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
小
学
生
壁
新
聞
の
部
】

■
最
優
秀
賞

板
倉
世
菜　
　
　
（
利
田
小
６
年
）

■
優
秀
賞

中
川
誠
顕　
　
　
（
高
野
小
６
年
）

河
野
真
衣
・
森
美
智

　
　
　
　
　
　
　
（
利
田
小
５
年
）

大
野
世
奈　
（
立
山
北
部
小
４
年
）

問
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会

☎
４
６
３
・
６
６
１
２

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の

壁
新
聞
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

イベントの案内は９ページにも掲載しています
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月の各種相談日
相談日 時間 相談会場

年金相談 １日㈭
【12 月は６日㈭】

10 時～12 時
13 時～15 時

※受付は 14 時半まで

町民会館
問魚津年金事務所
☎ 0765-24-5153

消費生活相談 毎週㈪・㈬・㈮ ９時～16 時
消費生活相談所

（役場１階住民課横）
☎ 462-9915

在宅介護相談 毎週㈪～㈮ 10 時～16 時

立山町社会福祉協議会
（元気交流ステーション３階）

☎ 463-5856

心配ごと相談 　　　毎週㈭ 13 時半～15 時半

出
で

逢
あ

い応援相談
（要予約）

１日㈭、15 日㈭ 18 時～20 時
17 日㈯ 10 時～12 時

13日㈫、27 日㈫ 　　18 時～20 時
８日㈭、22 日㈭ 13 時半～15 時半

法律相談
（要予約）

１日㈭
【12 月は６日㈭】 13 時半～15 時半

行政相談 ８日㈭ 13 時半～15 時半
生活・就労相談 14 日㈬ 　　10 時～11 時半
精神科医による
心の健康相談

（要予約）

14 日㈬
【12 月は 12 日㈬】 13 時半～15 時半

県中部厚生センター
問地域保健班
☎ 472-0637

（ ）

11
　

月
曜
日
は
税
務
課
と
住
民
課
窓
口

を
18
時
半
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

■
11
月
の
延
長
窓
口
実
施
日

　
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

▽
税
務
課
／
町
税
な
ど
の
収
納
、
町

税
に
関
す
る
税
証
明
の
交
付

▽
住
民
課
／
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
・
印

鑑
登
録
証
明
書
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
、
印
鑑
登
録
、
医
療
費
に
関
す
る
こ
と

町の人口（10 月１日現在）
人口 26,145 人 （－273）
男性 12,563 人 （－103）
女性 13,582 人 （－170）

出生 15 人・転入 47 人
死亡 38 人・転出 46 人

世帯数 9,475 世帯（＋60 ）

１～９月の町内犯罪発生状況
件数 65 件 （＋６）

※ ( ) 内は前年同月比

（ ） ※町社会福祉協議会で受け付けて
います。

【金員預託】
　幅　輝子様（五百石）
　土肥　盛茂様（前沢）

善意銀行（９月受付分）
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
魚
津
・
滑
川
で
は
、

管
内
の
求
人
企
業
約
40
社
（
予
定
）

を
一
堂
に
集
め
た
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ェ
ア
（
合
同
就
職
面
接
会
）
を
開

催
し
ま
す
。
就
職
を
ご
希
望
の
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
一
度

に
複
数
の
企
業
と
面
接
で
き
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
事
前
申
込
み
不

要
、
入
退
出
は
自
由
で
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈬　

13
時
20
分
～
15
時
半（
受
付
13
時
～
）

場
所　

新
川
文
化
ホ
ー
ル　

２
階

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滑
川

☎
４
７
５
・
０
３
２
４

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

（
合
同
就
職
面
接
会
）を
開
催

坂井夢
ゆ な

菜さん
（雄山中３年）

高嶋愛
めぐ

さん
（立山中央小３年）

平
成
31
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園

入
所(

園
）
申
込
受
付
開
始

　

平
成
31
年
４
月
に
保
育
所
（
園
）・

認
定
こ
ど
も
園
に
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
の
、
入
所
申
込
書
の
提
出
を
受

け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

11
月
19
日
㈪
～
12
月
10
日
㈪

提
出
場
所

健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
元
気
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
階
）

※
認
定
こ
ど
も
園
の
１
号
認
定
（
教

育
標
準
時
間
）
で
の
ご
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
認
定
こ
ど
も
園
で
入

園
の
内
定
を
受
け
た
後
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※
入
所
申
込
書
は
、
希
望
調
査
書
の

提
出
を
さ
れ
た
方
に
お
渡
し
し
て
い

ま
す
の
で
、
希
望
調
査
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
お
早
め
に
健
康
福
祉
課

で
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
31
年
５
月
以
降
に
育
児
休
業

明
け
な
ど
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

の
希
望
調
査
受
付
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

問
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
４
６
２
・
９
９
５
５

ひ
き
こ
も
り
等
家
族
相
談
の

ご
案
内

　

ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ

う
に
、専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
。

内
容　

助
言
者
を
交
え
た
話
し
合
い

助
言
者　

ひ
き
こ
も
り
家
族
自
助
会

　
「
と
や
ま
大
地
の
会
」

　

山
岡
和
夫
氏
（
社
会
福
祉
士
）

日
時  

11
月
22
日
㈭ 

19
時
～
20
時
半

場
所　

県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
班

☎
４
７
２
・
０
６
３
７　

　特別な事情が無いのに保険料の滞納が続く場合は、その期間に
応じて給付が差し止めになる場合や、利用者負担が１割（一定以
上の所得がある方は２割または現役並みの所得がある方は３割）
から３割（現役並みの所得がある方は４割）になる措置がとられ
ます。保険料は、必ず納期内に納めましょう。
▶納期を過ぎた場合：督促状の発送・督促手数料や延滞金の徴収
▶１年以上の滞納：介護サービス利用料が一旦全額利用者負担に
▶１年６か月以上の滞納：介護給付費が一時差し止めに、滞納が
続く場合は差し止められた介護保険給付額から滞納分を控除
▶２年以上の滞納：滞納期間の長さに応じて、利用者負担が３割
または４割に引き上げ（一定期間保険給付の割合が７割または６
割に引き下げ）・高額介護サービス費等の支給差し止め

■ 11 月の保険料（65 歳以上の方）
▶特別徴収　ありません
▶普通徴収　第５期（11 月 30 日㈮納付期限）

介護保険アレコレ

問中新川広域行政事務組合介護保険課　☎ 464-1316

介護保険料を納めないでいるとどうなるの？

自己管 の理 秋
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立山図書館（元気交流ステーション 1 階）
☎ 463-0634　開館時間／ 9 時半～19 時

　「奇跡のピアニスト」と呼ばれるフジコ・ヘミング作の
心に響く魂の名言集です。
　今の自分があるのは　あの辛い時期があったからこそ
なんて小さなことで悩んでいたのかと　思える日が必ず来る
　この本には、著者の暖かい言葉がいっぱい詰まっていま
す。学生時代に受けたいじめ、コンサー
ト直前に聴力を失いどん底まで突き落と
されたこと、うまくいかない恋など、様々
な苦難を乗り越えた著者だからこそ、紡
ぐことができた言葉。あなたの心にきっ
と響く、そんな一冊です。

ぶらり ライブラリ
図書館　おすすめの一冊

◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
★
★

ひとつむぎの手　    　　　　　　  　【知念実希人】
小西美穂の七転び八起き　 　　　　     【小西美穂】
たてがみを捨てたライオンたち　　　　　【白岩玄】
極北へ　　　　　　　　　　　　　　　【石川直樹】
ＮＨＫ俳句　夏井いつきの季語道場　【夏井いつき】
介護じゃないけど、やっぱり心配だから
親に作って届けたい、つくりおき　　  　【林幸子】
だいじょうぶだよ、モリス 【カール＝ヨハン・エリーン】
ちょこっと折りでカワイイおりがみ手紙 BOOK【mizutama】
救助犬エリーの物語  　 【Ｗ・ブルース・キャメロン】
ねこはまいにちいそがしい【ジョー・ウィリアムソン】

新しく入った本 ★は児童書

くよくよしない力
【フジコ・ヘミング】（秀和システム）

10 月１日から５日間にわたり、雄山中学校２年生３
人が 14 歳の挑戦で図書館業務を体験しました。

【本紙の感想をお聞かせください】はがき：〒930-0292（住所不要）立山町企画政策課企画広報係あて　メール：ko-ho-@town.tateyama.toyama.jp

立山町インターカレッジ
コンペティション2018
時間 開会式／12：50 ～

プレゼンテーション／13：00 ～ 16：50
審査発表・表彰式／17：30 ～ 18：00

会場 元気交流ステーション「みらいぶ」
１階イベント広場 入場無料

開催 12月１日 土

わ
た
し
の
町
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
は

　
　
　
　
　「
そ
れ
、
お
も
し
ろ
そ
う
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た

　町では、地域活性化のための斬新な発想を施策に取り入れよう
と、大学生によるプレゼンテーション大会を開催しています。
優れたアイデアは実際に「まちづくり事業」の一つとして
採用されます。その発表を一般公開しますので、ぜひお越しください。

■出場予定大学（順不同）
近畿大学、富山大学、明治大学、
獨協大学、桜美林大学、
昭和女子大学、跡見学園女子大学
※本年度は本選のみ行います。
※会場混雑により、立ち見の場合も
　あります。ご了承ください。


